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資料１



１．都市計画マスタープランの
見直し(素案)ついて
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第２編 全体構想

第１編 はじめに

第１章 都市計画マスタープランの策定にあたって

・策定の背景 ・本計画の位置づけ ・本計画の構成

第２章 計画の方向性

・本計画の役割 ・対象区域 ・計画期間 ・人口の見通し

第３章 西予市の現況と課題

・地勢・沿革 ・人口の動向
・土地利用・都市機能・開発の動向 ・まちづくりの課題

第１章 まちの将来像

・将来像 ・将来まち構造
・まちづくりの目標

第２章 部門別・まちづくりの方向

・土地利用 ・都市施設
・自然・景観 ・防災・減災

第３編 地域別構想

第１章 地域区分の設定

・地域区分の設定

第２章 地域別構想

・地域の現況 ・地域の課題
・地域づくりの方針
・部門別・まちづくりの方針

宇和 野村 城川三瓶 明浜

第４編 実現化方策

第１章 実現化方策

・協働のまちづくりプロジェクト ・計画の進行管理

4
都市計画マスタープランの構成と見直しの概要

平成30年７月豪雨

の状況及び復興
計画の作成及び

課題を修正

野村地域を主
として「復興計
画」及び野村
地域の復興ま
ちづくり計画
（案）を踏まえ

て変更



5
都市計画マスタープランの
見直し(素案)

P1-3：
平成30年7月豪雨に

ともなう復興計画の策
定について追加
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都市計画マスタープランの
見直し(素案)

P1-21：
平成30年7月豪雨に
ともない、課題を修正



7
都市計画マスタープランの
見直し(素案)

P3-16：
野村地域の課題に、平成30年
7月豪雨による復興まちづくり
の課題を追加

「平成30年7月豪雨による肱川
の氾濫により、野村地域の市
街地は大きな被害を受けまし
た。このため、住民、行政、大
学など様々な人びとが連携し、
新たな野村地区のまちづくりに
向けた取り組みが必要です。」

8
都市計画マスタープランの
見直し(素案)

P3-1８：
野村地域の土地利用
の方針に、乙亥の里
の記述を追加

「平成30年7月豪雨か

らの復興のシンボル
としてなる拠点

施設を位置づけ、機
能強化を図ります。」



9
都市計画マスタープランの
見直し(素案)

P3-21：
野村地域の公園／緑地の整
備に、新たな公園広場、及び
河川の整備の記述を追加
「平成30年7月豪雨で被災した

河川沿いは、災害復興のメモ
リアルとなる公園・広場・緑地
を整備します。 」

「平成30年7月豪雨による肱川
の氾濫により浸水被害を受け
たため、引き続き河川管理者
と連携して肱川における河川
改修等の治水対策を促進しま
す。 」

10
都市計画マスタープランの
見直し(素案)

P3-25：
用途地域の
変更案に
沿って、土地
利用ゾーン
を修正予定
・復興事業な
ど、掲載出
来る事業な
どを記載予
定



11用途地域の変更案について

２．立地適正化計画の見直し(素案)
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項目 定める内容

第１章 はじめに
・計画策定の背景と目的
・対象区域、目標年次、計画の位置づけ 等

第2章 都市の現況と課題

１．人口・世帯の動向と将来見通し
２．土地利用や開発の動向
３．都市機能及び都市交通の現況と将来見通し
４．都市構造の評価に関するハンドブックに基づく分析
５．市民の意向（アンケート・グループワーキング）
６．立地適正化計画に基づき解決を図るべき課題

第３章 立地適正化に
関する基本的な方針

１．対象区域
２．立地適正化の方針
３．目指すべき都市の骨格構造

第4章 誘導区域について

１．都市機能誘導区域・居住誘導区域の位置づけ
２．都市機能誘導区域の設定
３．誘導施設の設定
４．居住誘導区域の設定
５．建築物等の届出制度について

第５章 計画の推進方策

（誘導施策）

１．持続可能で求心力のある拠点の形成に向けて（都市機能の誘導に関する施策）
２．ライフスタイルに応じた住み替えの促進と居住の誘導による市街地と集落の共
存に向けて（居住の誘導に関する施策）

３．都市機能を結ぶ公共交通ネットワークの構築と“あるけるコミュニティ”の形成に
向けて

４．施策の実行にあたって

６．目標値の設定、
計画の進捗管理

１．目標値の設定
２．評価方法の設定
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・居住誘導区域と都市機能
誘導区域の順番を入れ
替え（居住誘導区域の記
載を前に移動）

・新たに野村地区の居住誘
導区域を設定）

14２．立地適正化計画
の見直し(素案)

P1-13：
上位関連計画に

「西予市復興まちづく
り計画」を追加



15２．立地適正化計画
の見直し(素案)

P1-1６：
３．本計画の位置づけ
に

「西予市復興まちづくり
計画」を追加

16２．立地適正化計画
の見直し(素案)

P2-19：
2章都市の現況と課題に

４．防災・安全安心の面
からみた現況を追加（土
砂災害、洪水・津波）



17２．立地適正化計画
の見直し(素案)

P2-20：
2章都市の現況と課題に

４．防災・安全安心の面
からみた現況を追加（土
砂災害、洪水・津波）

※肱川の浸水想定結果
を追加

18２．立地適正化計画
の見直し(素案)

P2-32：
2章都市の現況と課題に
平成30年7月豪雨の記載
を追加

「野村地区では平成30年
7月豪雨により肱川が氾

濫し甚大な被害が発生。
計画規模で市街地の一
部で浸水が想定される。
想定最大規模では市街
地の大部分で3.0m以上
の浸水が想定される。 」



19２．立地適正化計画
の見直し(素案)

P4-11：
第４章 誘導区域の設定
に野村地区を追加

平成30年7月豪雨を考慮
し、区域を設定

「想定最大規模の浸水エ
リアについては、復興事
業の計画を踏まえ、誘導
施策に警戒避難体制の
整備等を位置づけ、興ず
誘導区域に含めることを
基本とする。」

20２．立地適正化計画
の見直し(素案)

P4-12：
第４章 誘導区域の設定
に野村地区を追加

平成30年7月豪雨を踏ま
えた将来のまちづくりとの
関係を追加



21２．立地適正化計画
の見直し(素案)

※将来のまちづくりと
の関係を考慮し、

誘導区域の考え方を
整理

「野村病院及び野村保
育園周辺は、用途地
域の編入を想定し、都
市機能誘導区域に設
定」等

22２．立地適正化計画
の見直し(素案)

P4-13：
第４章誘導区域の設定で
野村地区を追加

将来人口との関係を追加



23２２．立地適正化計画
の見直し(素案)

P4-25：
第４章誘導区域の設定
に野村地区を追加

24２．立地適正化計画
の見直し(素案)

P4-2９：
第４章誘導区域の設
定の「誘導施設の設
定」で野村地区を追
加

※野村支所改築にと
もない、行政施設、地
域交流センターを誘
導施設に追加

※野村病院周辺を都
市機能誘導区域に位
置づけるため、病院
を誘導施設に追加



25２．立地適正化計画
の見直し(素案)

P5-１～3：
第５章計画の推進方策で野村地区の
復興まちづくりの記述を追加

「・野村生活拠点においては、野村支所
及びその周辺の公会堂等の施設の老
朽化が進んでいることから、野村支所
は、地域の核となり生活拠点に相応し
い施設として改築を含めた周辺のまち
づくりを推進します。また、乙亥会館は、
平成30年7月豪雨からの復興のシンボ

ルとなる拠点施設として位置付け、機
能強化を図ります。

・野村支所周辺では、都市再生整備計
画事業等を活用し、河川整備と連携し
た市街地整備や既存の生活サービス
施設の維持・更新を検討します。 」

26２．立地適正化計画
の見直し(素案)

P5-１～3：
第５章計画の推進方策で野村地区の
復興まちづくりの記述を追加

「・野村病院の周辺及び野村保育園の
事業区域の一部は、現在用途地域の
指定がありませんが、用途地域への編
入を検討し、地域住民の生活を支える
医療や子育て支援の機能強化を図りま
す。」

※具体的な事業は今後追加予定



27２．立地適正化計画
の見直し(素案)

P5-１～３：

第５章計画の推進方策で野村地区の復興
まちづくりの記述を追加

「・平成30年7月豪雨における肱川の氾濫に

より浸水被害を受けた野村地区では、県に
よる肱川の河道掘削・河川改修事業等によ
る流下能力の確保に向けた取組を強く促し、
地域の安全確保を図ります。また、住民一
人ひとりの防災意識の向上や災害時に速や
かな避難行動をとることができるような体制
づくり、市民参画による防災行動計画の作
成や災害危険区域の検討等に取り組みま
す。

・野村地区における住宅再建に向けた多様
な支援に取り組み、災害公営住宅の整備や
新たな住宅地の整備により、安全・安心に
暮らせる住環境の確保を図ります。」

28２．立地適正化計画
の見直し(素案)

P６-１：
第６章目標値の設定、計画の
進捗管理について
目標値を修正

※居住誘導区域の案が固まり
次第目標値を修正



３．河川周辺の整備計画計（案）
について
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30３．河川周辺の整備計画計（案）について

のむら復興デザインワークショップ（アクション編②）
日 時：2020年2月16日に開催予定

主な内容：○野村地区まち歩きに空間整備箇所の現地確認
○グループワーク



31３．河川周辺の整備計画計（案）について

現段階での整備計画(案）

４．今後スケジュール
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４．今後のスケジュール

予定月 協議等 議題（案）

令和元年 12月20日 ●第1回検討委員会
・全体スケジュールの確認
・計画見直しの方向性の検討

令和2年

1月30日 ●第2回検討委員会
・都市計画マスタープラン変更（素案）について
・立地適正化計画の変更（素案）について
・河川沿いの空間整備基本設計（素案）について

2月16日
■のむら復興まちづくり
デザインワークショップ

・野村地区まち歩きによる河川周辺の空間整備箇
所の現地確認

3月頃 ●第３回検討委員会

・都市計画マスタープラン変更（案）について
・立地適正化計画の変更（案）について
・河川沿いの空間整備基本設計（案）について
※上記計画変更にともなう都市計画の変更（用途
地域等）について
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